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あらまし：リメディアルでは，単に学習させるだけではなく，学習対象に対してどのように考えていけば

よいのかについても教える必要があると考えている．そこで，数学文章題解決過程の統合過程に着目した

問題の考え方・解き方から学習できる支援システムを構築し，リメディアル教材として利用することを目

指す．本稿では，高専生の現状の報告と数学文章題学習支援システムの提案を行う． 
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1. はじめに 

現在，教育現場において ICT の利活用が進み，さ

まざまな試みが行われている(1)．コンピュータを利

用した学習支援システムはその中の 1 つである．学

習支援システムは，基本的に学習者１人に対して PC

を１台利用し学習する．課題の提示や回答の入力・

診断・フィードバックなどの学習支援を通して，一

方的な学習ではなく，コンピュータとの双方向的な

学習が可能となる．これは，初学者だけでなく，既

学者のリメディアルに対しても有効な教育システム

であると考えられている．また，一般的に行うこと

は難しいとされている学習は，課題に対する提示方

法や回答の入力を工夫することで学習可能となり，

学習者がより深い理解を得られると考えている． 

本稿では，事象を数学的に解釈・表現することを

苦手とする学生のリメディアルを目的とし，数学文

章題解決過程の等号過程に着目した問題の考え方・

解き方から学習できる支援システムについて述べる． 
 

2. 数学を苦手とする学生の現状 

数学文章題の苦手な学生における特徴は大きく２

つに分けられる． 

(1)問題を読んで式を立てられず問題を解けない.  

(2)式を立てずに解だけを求めている． 

前者に関しては，問題文の表象から文単位で個々

のスキーマを構築できないため，式を立てられない

可能性が指摘できる．後者は，問題については理解

できている可能性はあるが，具体的操作から抽象的

操作への移行ができていない可能性が指摘できる．

どちらの場合においても，問題文から事象を数学的

に解釈・表現する思考過程を指導する必要がある．  

 

3. 文章題解決アプローチ 

3.1 文章題の解決過程 

一般的に文章題の解決過程として，図 1 に示すよ

うに，大きく「理解過程」と「解決過程」に分けら

れ，その下位過程として，「変換」，「統合」，「プラン

化」，「実行」の４段階があげられる(2)(3)．この４段階

のうち，問題を解くことができない学習者にとって

困難な段階が，「統合」の部分であるとされている(3)．

それは，変換過程において構成された文の理解関係

を算数・数学に関して学習者が有するスキーマに統

合し，問題状況について意味あるスキーマを構成す

るからであると考えられる．このスキーマは学習者

ごとに異なり，それぞれの学習者の思考過程の外化

が困難なため，この段階でつまずいたとしても指摘

することが難しる．そこで，問題文から立式までの

部分を可視化することができれば，これまで頭の中

で行っていた変換からプラン化過程における学習者

のつまずき箇所を明確にすることができ，問題の考

え方・解き方の学習につながる． 

本研究では，問題文から立式までを可視化するこ

とによって，文章題の表象構成を理解し，立式する

ことを支援する学習支援システムを提案する． 

 

 
図 1 文章題の解決過程 

 

3.2 先行研究 

文章題解決における学習支援システムはすでに行

われており，さまざまな支援の方法が報告されてい

る(4)(5)(6)(7)．その中で，尾土井ら(8)によって提案され
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ている算数三角ブロックを用いた支援システムがあ

る．システム内で利用されている算数三角ブロック

は，問題文に書かれている状況を言語的に統合し，

問題文中に現れる数量関係を把握するものである．

すると，現れた数量関係から計算手順が決まり，そ

の計算手順に従って計算を実行すれば，解を求める

ことができる．ただ，その操作の自由度は，文章題

の文脈(全体の構造)の理解には適していない．つま

り，問題の論理構成に即した問題把握を困難にして

いる． 

そこで，数学文章題における方程式に着目し，式

を立てる上での基本である問題文中の等号関係をは

じめに考えさせ，等号関係を基に他の関係を構築さ

せる学習支援システムを提案する． 

 

4. 数学文章題学習支援システム 

3.2 節で述べた文章題の論理構成に即した問題の

可視化を可能とする学習支援システムの流れとして，

以下のものを提案する． 

① 等号が成り立つ関係を作成 

② 等号の関係を保持している状況について三角

形を利用して段階的に詳細化 

③ 詳細化したものに，数値や文字，数式をそれ

ぞれ代入 

 文章題の解決の本質は，まず数学的事象の最重

要部分を把握・構造化することである．最重要部分

を最初に明確化することで，それに連なる他の部分

の相互関係を捉えていく． 

例として， 

 
という問題を使いながら説明する． 

まず，システムから図 2 に示すもの(等号関係を表

す構造と全体構造を作成するうえで必要な言葉)が

提示される． 

 
図 2 システムからの提示 

 

この提示された言葉から等号関係を表す構造を作

成する．例題の場合，図 3 のようになる． 

 

 
図 3 等号関係 

 

次に，問題の表象部分が表す関係について三角形

を利用して関係づける(図 4)． 

 
図 4 三角形を利用した関係づけ 

 

出来上がった三角形をつなぎ合わせて，問題の全

体構造を作成する．例題では，図 5 のようになる．

この全体構造に数値や文字，数式を代入し，問題を

立式する． 

 
図 5 表象関係 

 

また，各作業の終了時には，システムが診断し学

習者に正誤のフィードバックを返す． 

 

5. まとめ 

本稿では，数学を苦手とする学生のリメディアル

を目的とした数学文章題学習支援システムについて

述べた．数学文章題学習支援システムでは，問題文

から方程式を立式する過程を可視化させることに着

目して提案した． 

今後は，提案した学習支援システムの実装を行い，

その中で，問題の提示方法やフィードバック手法に

ついての検討，および，学習効果測定を実施する予

定である． 
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1 個 30 円で仕入れた品物が，仕入れた個数の半

分より 20 個多く，1 個 40 円で売れたとき，そ

の売上額が，ちょうど仕入額に等しくなったと

いう．仕入れた個数はいくらですか． 
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